
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

１１．．遷遷移移金金属属錯錯体体触触媒媒をを用用いいたた新新規規有有機機合合成成反反応応のの開開発発  

  遷遷移移金金属属錯錯体体はは、、ここれれままででにに様様々々なな有有機機合合成成反反応応のの触触媒媒やや発発光光素素子子等等のの機機能能性性

材材料料ととししてて非非常常にに大大ききなな役役割割をを果果たたししててききたた。。ししかかししななががらら、、成成熟熟ししててききたた遷遷移移金金属属錯錯

体体のの化化学学ににおおいいてて、、従従来来法法よよりりもも高高効効率率・・高高選選択択的的且且つつ環環境境にに配配慮慮ししたた有有機機合合成成反反

応応をを達達成成すするる触触媒媒やや優優れれたた機機能能性性材材料料のの開開発発ににああたたっっててはは、、従従来来のの延延長長線線上上にになな

いい新新規規高高機機能能性性金金属属錯錯体体のの創創成成がが求求めめらられれるる。。  

当当研研究究室室でではは、、革革新新的的機機能能性性触触媒媒のの創創製製をを目目標標ととししてて、、中中心心金金属属のの電電子子状状態態をを変変

化化ささせせううるる配配位位環環境境のの変変化化にに着着目目しし、、ココンンピピュューータタ解解析析をを踏踏ままええてて設設計計・・合合成成ししたた新新

規規ののアアニニオオンン性性金金属属錯錯体体ににつついいてて、、そそのの触触媒媒機機能能のの解解明明にに取取りり組組んんででいいるる（（図図１１））。。  

２２．．高高付付加加価価値値漆漆材材料料のの開開発発  

漆漆はは、、耐耐水水性性やや耐耐薬薬品品性性ななどどにに優優れれたた天天然然高高分分子子化化合合物物でであありり、、古古来来よよりり日日常常品品、、仏仏

具具、、建建造造物物ななどどのの塗塗装装やや接接着着剤剤ととししてて広広くく用用いいらられれててききたた。。近近年年でではは、、漆漆のの欠欠点点（（耐耐光光性性、、硬硬化化速速度度、、かかぶぶれれななどど））にに対対

すするる解解決決策策のの模模索索やや、、新新たたなな付付加加価価値値のの漆漆材材料料のの創創出出にに向向けけたた取取りり組組みみもも行行わわれれててききてていいるる。。  

当当研研究究室室でではは、、次次のの２２つつのの観観点点かからら漆漆材材料料のの高高付付加加価価値値化化のの検検討討をを進進めめてていいるる。。  

➢➢  かかぶぶれれ低低減減漆漆のの開開発発  

漆漆液液ののかかぶぶれれ作作用用はは、、そそのの主主成成分分ででああるるウウルルシシオオーールル（（図図２２））ののカカテテココーールル部部位位にに起起

因因ししてていいるる。。当当研研究究室室でではは、、カカテテココーールル部部位位にに即即座座にに反反応応ししててかかぶぶれれをを抑抑制制すするる物物質質

をを探探索索しし、、そそれれをを漆漆液液にに添添加加すするるここととでで「「かかぶぶれれ低低減減漆漆」」のの実実現現をを目目指指ししてていいるる。。  

➢➢  セセルルロローーススナナノノフファァイイババーーをを用用いいたた次次世世代代乾乾漆漆材材料料のの開開発発  

乾乾漆漆はは、、漆漆液液にに含含侵侵ささせせたた麻麻布布等等をを型型にに張張りり付付けけ、、乾乾燥燥ささせせてて成成形形すするる造造形形技技法法でで

ああるる。。当当研研究究室室でではは、、植植物物繊繊維維由由来来ののナナノノササイイズズののセセルルロローーススナナノノフファァイイババーーをを漆漆液液中中にに均均一一にに分分散散ささせせるる化化学学処処

理理をを施施すすここととでで、、次次世世代代のの軽軽量量かかつつ高高強強度度のの「「乾乾漆漆材材料料」」をを創創成成しし、、奈奈良良時時代代以以降降技技術術的的進進展展のの途途絶絶ええたた「「乾乾漆漆」」をを

新新たたなな複複合合材材料料ととししてて復復興興すするるここととをを目目的的ととししてて検検討討をを進進めめてていいるる。。  
 
 

 

 

 

 

  

図図１１．．当当研研究究室室でで合合成成ししたた  

アアニニオオンン性性９９族族元元素素錯錯体体  

 

図図２２．．ウウルルシシオオーールルのの構構造造  
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成成反反応応のの開開発発ななららびびにに機機能能性性有有機機材材料料のの合合成成 
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名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

核核磁磁気気共共鳴鳴装装置置  （（NNMMRR））  ・・  JJNNMM--EECCZZLL440000RR  （（日日本本電電子子））    

ガガススククロロママトトググララフフ質質量量分分析析装装置置  ・・  GGCCMMSS--QQPP22002200NNXX  （（島島津津））    

ガガススククロロママトトググララフフ  ・・  GGCC--22001100  （（島島津津））    

    

    

  

  －　53　－－　53　－
有
機
化
学

名
取


